
開発室から

　　　　　ＵＳＢで何を繋ごうかな？
　　　　　　　　　　　　今やパソコンには当たり前のようにＵＳＢ接続端子が付いていますが、皆さんはどのぐらいご利用されていますか？ＵＳＢ接続マウス

やキーボード、ＵＳＢメモリやＵＳＢ接続ＨＤＤ、プリンタに無線ＬＡＮの子機・・・。世の中には様々なＵＳＢ接続機器が存在していますが、そもそもＵＳＢと

はどんなものでしょう？今回はチョッと変わったＵＳＢ接続機器と、最近のＵＳＢ事情をご紹介いたします。
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　　　７月２４日にアナログ放送が終わりました。その瞬間を見るため

に、テレビの前で待っていましたが、何事もなく放送が続きました。

テレビ画面の右上にはいつの間にか「デジアナ」と表示されています。

「そうだ！ケーブルテレビだった」と、世紀の瞬間を見逃したことにチョッ

とガッカリ。世紀の瞬間は２０１５年３月末までおあずけです。

今更ですが、ＵＳＢってどんなもの？

ＵＳＢは、ユニバーサル・シリアル・バスの略称で、コンピュータに周辺機器

を接続する規格の一つです。Ｗｉｎｄｏｗｓ９５や９８の時代には、パソコン

の背面にはいろんな規格の接続端子が並んでいました。外付けＨＤＤは

この端子、プリンタはこっちの端子・・・というように、接続機器を

それぞれ決まった端子に接続しなければならず、それぞれの端

子の形に合ったケーブルも用意しなければなりませんでした。

マウスやキーボードでさえ、緑はマウス、紫はキーボードという

ように端子が色分けされていました。

超高速ＵＳＢ３.０登場！

ＨＤＭＩは一方通行！

ＵＳＢは、こんな製品まであります

ＵＳＢにはデータ転送速度の遅いＵＳＢ1.1、高速のＵＳＢ2.0などの規格

がありますが、最近のパソコンはＵＳＢ2.0か更に高速なＵＳＢ3.0が搭載さ

れています。ＵＳＢ3.0は、これまでのＵＳＢ2.0の10倍のデータ転送速度が

あり、ＳＳＤなどの高速ドライブも扱えるようになりました。

ＵＳＢ3.0は下位互換がありますので、ＵＳＢ2.0のケーブルで、

ＵＳＢ2.0端子としても使用できます。

ＵＳＢは規格上、最大１２７台までの機器を接続できます。接続端子を増

やすためのＨＵＢ（ハブ）も最大５つまでＯＫですが、こんなにたくさんの

機器をつなげることなんて、メーカーのテストぐらいですよね。

ところが、ＵＳＢの登場でマウス、キーボード、外付け

ＨＤＤ、プリンタ・・・もすべて同じ形のＵＳＢ端子に接

続すれば使えるようになりました。もちろんケーブル

もプリンタ用とかＨＤＤ用などの区別はなく、どれも同

じＵＳＢケーブルで接続できるようになりました。

ＵＳＢ3.0接続
のＨＤＤマイクロＵＳＢ3.0は

こんな形

ＵＳＢ加湿器

トレイの中の水を加熱して蒸発させます。

作業時のノドや目の乾燥を防ぐためのもの

らしいです。熱ではなく、超音波を使って水

を飛散させる高級？タイプもあります。

ＵＳＢ掃除機

ＵＳＢポートに差すだけで使用できるハンディ

掃除機です。パソコンの周りやキーボードの

隙間の掃除にピッタリです。ＵＳＢ電源でも

乾電池でも使用できます。

■夏期休業期間のご案内■
平成23年8月12日(金)～8月16日(火)

上記の期間は夏期休業とさせていただきます。
尚、8/12(金)～8/16(火)の間のお問合せ、製品注文メール

への対応は8/17(水)以降になります。
ご迷惑をおかけ致しますが何卒ご了承下さい。

ＵＳＢグラフィックアダプター

ＵＳＢケーブル１本で簡単に液晶ディスプレ

イを増設できます。ディスプレイ接続端子の

無いノートパソコンを手軽にマルチディスプ

レイ環境にできます。

ＵＳＢはパソコンだけのものではありません！

ＵＳＢは電源の供給もできますので、意外な商品が出回っています。ＵＳ

Ｂ扇風機はよく目にすると思いますが、他にもいろんな商品があります。

コンピュータと周辺機器を接続するために生まれたＵＳＢですが、活躍

の場はそれにとどまらず、家電製品などにも広がっています。

最近ではテレビやブルーレイレコーダーにもＵＳＢ端子が付いていて、

　　　　　　　　　　　　　　　　　対応する外付けＨＤＤに録画ができたり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　無線ＬＡＮアダプタを接続して、別の部屋に

　　　　　　　　　　　　　　　　　あるブルーレイレコーダーに録画した番組

　　　　　　　　　　　　　　　　　を再生できる機種もあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他にもテレビとＷｅｂカメラをUSB　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接続して、Ｓｋｙｐｅでテレビ電話が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できるものもあります。

　　　　　　　　　　　　　これから先、どんなものがＵＳＢで繋がるのか、楽

　　　　　　　　　　　　　しみですね。皆さんは何を繋げてみたいですか？ＵＳＢ3.0ケーブル

ＵＳＢの他にＩＥＥＥ１３９４という規格をご存知ですか？「Ｆｉｒｅ Ｗｉｒｅ」

とか「ｉ．Ｌｉｎｋ」と言った方がピンとくる方が多いかもしれませんね。

一般的に「ＤＶ端子」と呼ばれ、デジタルビデオカメラなどに搭載され

ていることが多いようです。

データを転送する規格として世に出た２つの規格ですが

低速であったＵＳＢはマウスやキーボードなどの接続に

使用され広がっていき、今やパソコン搭載率もほぼ１００

％と呼べるほどになりました。一方ＩＥＥＥ１３９４は最初から

データ転送が高速であったため、外付けＨＤＤや動画などの大容量デー

タの転送用としてパソコンに搭載されるようになりましたが、パソコン

への普及率はＵＳＢにはかないませんでした。それでもビデオカメラな

どからのデータ転送には欠かせない接続方法として、家電の世界で

は、ブルーレイレコーダーなどに搭載されています。

ＵＳＢ2.0が出てくると、ＵＳＢはますますＩＥＥＥ１３９４の領域にまで入

り込み、最近のビデオカメラはＵＳＢ接続でレコーダーに映像を取り込

むことができる機種もありますが、レコーダー同士のデジタル画像の

ダビングでは、今でもＩＥＥＥ１３９４接続が主流です。

USB3.0の登場で、IEEE１３９４はますます立場が小さくなりそうです。

テレビやレコーダーの話が出てきたついでに、ＨＤＭＩについてチョッと

だけお話しますね。最近はパソコンやデジタルカメラ、スマートフォン

にもＨＤＭＩ端子が付くようになり、ケーブル１本でデジタル映像をテレ

ビに映すことができますが、ＩＥＥＥ１３９４とどこが違うのでしょうか。

実はＨＤＭＩは１方向にしかデータを伝送できません。テレビのＨＤＭＩ端

子は入力用、レコーダーのＨＤＭＩ端子は出力用です。レコーダー同

士をＨＤＭＩケーブルで接続してもダビングはできませんよ。


